
指標種の維持 環境創造課 指標種

生物多様性に配慮した行動の推進 環境創造課 環境に関するボランティア活動参加割合

1 新規（既実
施事業）

シカの食害対策推進による
高山植物の保護

環境創造課
南アルプス主要地域（千枚小屋周辺）
の高山植物種数

15種／年 維持

2 新規（既実
施事業）

南アルプスにおける
自然環境・生態系保全

環境創造課
南アルプス動植物環境調査の実施と
公表

実施 維持

3 新規（既実
施事業） 高山植物保全活動の担い手育成 環境創造課 高山植物保護セミナー参加者数 20名／年 維持

4 継続 放任竹林対策の継続的な実施 環境創造課 維持管理協定締結団体数 １団体／年 維持

5 継続
里地里山における
保全・再生活動の推進

環境創造課 竹破砕機延べ貸出回数 80回/年 維持

6 継続 放任竹林の整備推進 環境創造課 放任竹林の伐採面積 1.0ha／年 維持

7 継続 緩衝地帯の整備推進 中山間地振興課 緩衝地帯の整備面積
7.5ha／年

～
0.5ha／年

維持

8 継続 特定外来生物調査・対応 環境創造課 特定外来生物の調査・対応実施回数 15回／年 維持

9 新規（既実
施事業） 市民協働の特定外来生物調査・駆除 環境創造課

市民協働の調査・駆除回数（カミツキ
ガメ調査・オオキンケイギク駆除）

３回／年 向上

10 新規（既実
施事業） 特定外来生物の情報収集・発信 環境創造課 しぜんたんけんてちょうの閲覧数

35,000件
／年

向上

11 新規（Ｒ４～
実施予定） まちなかにおける自然観察会 環境創造課 セミの抜け殻調査参加者数 20名／年 維持

12 新規（既実
施事業）

まちなかにおける環境保全活動の推
進

環境創造課
河川環境アドプトプログラムの登録団
体の延べ活動回数

80回／年 維持

13 継続
麻機遊水地における自然ふれあい活
動の推進

緑地政策課
麻機遊水地における自然観察会の実
施回数

10回／年 維持

14 継続 地域団体等への緑化支援 緑地政策課 花苗等配付による緑化支援団体数
延べ900団
体／年

維持

15 新規（既実
施事業） 環境学習指導員の派遣 環境創造課

幼児を対象とした学習会の指導員派
遣回数

10回／年 向上

16 既存
沼上資源循環学習プラザにおける環
境学習の実施

ごみ減量推進課 環境学習の実施回数 50回／年 維持

17 既存
環境大学における
リーダー育成

ごみ減量推進課 環境大学の修了者数 15名／年 維持

18 新規（Ｒ４～
実施予定）

こども園等に対する環境教育情報の
提供

環境創造課
生きものふれあい通信（仮称）の発行
回数

４回／年 維持

19 新規（既実
施事業） 水生生物のモニタリング調査 環境創造課 水のおまわりさん参加者数

1,000名／
年

維持

20 新規（既実
施事業） 自然観察会における生きもの調査 環境創造課

環境学習参加者数（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ、ｼﾛｳｵ、海
浜植物観察会）

100名／年 維持

21 新規（Ｒ４～
実施予定） 市民参加による生きもの調査 環境創造課

市民生きものモニター（仮称）の登録
者数

300名／年 向上

担当課

第２次静岡市生物多様性地域戦略進捗管理一覧表

⑥環境モニタリン
グ等の市民参加推
進

③外来種対応の適
正化推進

方向性

目標

生物多様性の保全

生物多様性の主流化

プロジェクト名

④まちなか自然ふ
れあい活動推進

実施内容

No.

①南アルプス高山
地帯保全・再生

②里地里山保全・
活用

前戦略から
の継続性

指標実施事業

成果指標

⑤幼児期からの
環境教育推進

最終目標
（Ｒ12）

担当課 SDGsとの関連

SDGsとの関連

総合目標
◎…達成済み 〇・・・達成見込み

△…要調整 ×・・・達成困難 －・・・中止

リーディングプロジェクト
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